
令和 5年 6月 2 6 日（月曜日）	 文 教 ニ ュ ー ス 第 2 7 5 7 号 （第三種郵便物認可）	 2

福
山
大
学
の
活
動
報
告

タ
イ
か
ら
招
へ
い

魚
介
類
の

健
康
管
理

画
像
解
析
技
術
を
学
ぶ

福
山
大
学
は
２
０
１
４
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で

ほ
ぼ
毎
年
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
」
に
よ
り
研
修
生
を

招
へ
い
し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
招
へ
い
延
期
を
経
て
、
２
０
２

３
年
２
月
に
福
山
大
学
生
命
工
学
部
海
洋
生
物
科
学

科
は
タ
イ
王
国
か
ら
２
大
学
11
名
の
学
生
と
２
名
の

教
員
、
合
計
13
名
を
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
よ
り
招
へ
い
し
ま
し

た
。
招
へ
い
延
期
の
期
間
中
も
２
０
２
１
年
度
に
、

こ
れ
ら
の
大
学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
術
交
流
会

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
再
開
で
す
。
今

回
は
待
ち
に
待
っ
た
対
面
に
よ
る
交
流
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

海
洋
生
物
科
学
科
は
タ
イ
南
部
の
国
立
大
学
で
あ

る
プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ソ
ン
ク
ラ
大
学
（
Ｐ
Ｓ
Ｕ
）
か
ら

学
生
９
名
と
教
員
１
名
、
ラ
ジ
ャ
モ
ン
コ
ン
工
科
大

学
ス
リ
ビ
ジ
ャ
ヤ
校
（
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
）
か
ら
学
生
２
名

と
教
員
１
名
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。
両
大
学
と
も
に

海
洋
生
物
や
獣
医
関
係
の
学
科
か
ら
選
抜
さ
れ
た
優

秀
な
学
生
で
す
。

受
け
入
れ
期

間
は
２
０
２
３

年
２
月
14
日
〜

20
日
の
７
日
間
。

事
前
研
修
と
し

て
１
月
23
日
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
研
修
生
な
ら

び
に
引
率
教
員

と
の
打
ち
合
わ

せ
を
実
施
し
ま

し
た
。

事
後
研
修
と

し
て
、
３
月
10

日
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
今
回
の

研
修
の
反
省
と
今
後
の
共
同
研
究
な
ら
び
に
交
換
留

学
や
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
組
み
等

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
今
回
の
招
へ
い
で
は
、

研
修
生
が
そ
の
専
門
分
野
を
通
し
て
日
本
留
学
の
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
描
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。
以
下
、
日
程
に
沿
っ
て
実
施
内
容
と
招
へ
い
者

の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

研
修
生
は
２
月
14
日
に
バ
ン
コ
ク
か
ら
夜
行
便
で

福
岡
空
港
に
到
着
し
て
、
地
下
鉄
と
新
幹
線
で
広
島

県
福
山
市
ま
で
移
動
。
研
修
生
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
空
港
ロ
ビ
ー
に
忘
れ
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
あ
り
ま
し
た
が
、
２
時
間
後
に
は
無
事

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
怪
我
の
功
名
で
、

安
全
・
安
心
な
日
本
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
簡
単
な
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
実
施
し
て
、
翌
日
か
ら
の
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
備
え
ま
し
た
。

◉
２
日
目
（
２
月
15
日
）

研
修
生
は
ホ
テ
ル
か
ら
大
学
へ
Ｊ
Ｒ
と
最
寄
り
の

駅
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
っ
て
登
校
し
ま
し
た
。

彼
ら
が
登
校
途
中
で
驚
い
た
こ
と
は
、
小
学
生
の
集

団
登
校
と
小
・
中
学
生
が
一
人
で
Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
通

学
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
タ
イ
で
は
子
供
が
一
人

で
通
学
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
日
本
が
い
か
に
安

全
で
あ
る
か
を
再
度
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

大
学
で
は
学
長
・
学
部
長
表
敬
訪
問
な
ら
び
に
Ｐ

Ｓ
Ｕ
と
福
山
大
学
と
の
大
学
間
学
術
・
学
生
交
流
協

定
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
福
山
大
学
学
長
と
Ｐ

Ｓ
Ｕ
教
員
か
ら
、
「
よ
り
一
層
の
交
流
の
活
性
化
を

期
待
す
る
」
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
353
回

＝
特
別
連
載
＝

タイの学生によるポスター発表会 	
海洋生物科学科の多くの教員が参加

伊丹	利明
（福山大学
生命工学部
海洋生物科学科教授）
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は
研
修
生
は
簡
単
な
日
本
語
講
座
と
日
本
に
お
け
る

養
殖
魚
介
類
の
疾
病
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

◉
３
日
目
（
２
月
16
日
）

福
山
大
学
の
内
海
生
物
資
源
研
究
所
お
よ
び
マ
リ

ン
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
水
族
館
（
因
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
有
瀧
セ
ン
タ
ー
長
（
当
時
）
と

関
係
教
員
に
よ
る
研
究
紹
介
な
ら
び
に
日
本
人
学
生

の
説
明
に
よ
り
所
内
を
見
学
。
日
本
人
学
生
は
慣
れ

な
い
英
語
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
、

自
分
の
飼
育
・
研
究
し
て
い
る
魚
に
つ
い
て
懸
命
に

説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
研
修
生
ら
が
研
究
成
果
を
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
ま
し
た
。
日
本
人
学
生

も
積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
、
先
の
所
内
見
学
と
合

わ
せ
て
、
学
生
同
士
に
よ
る
活
発
な
学
術
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
「
魚
介
類
の
画
像
解
析

技
術
に
よ
る
健
康
管
理
技
術
」
の
講
義
と
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

◉
４
日
目
（
２
月
17
日
）

福
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
宮
崎
大
学
工

学
部
の
テ
ィ
テ
ィ
ズ
ィ
ン
教
授
に
よ
る
「
画
像
解
析

に
よ
る
エ
ビ
類
の
疾
病
の
早
期
発
見
技
術
の
開
発
」

と
ご
自
身
の
経
験
か
ら
感
じ
た
日
本
留
学
の
意
義
や

具
体
的
な
方
法
と
課
題
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
内
海
生
物
資
源
研
究
所
と
同
様

に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
人
学
生
と
タ
イ

の
研
修
生
が
合
同
で
作
成
し
た
観
光
資
源
と
水
産
系

食
文
化
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
が
大
変
印
象
的
で
好
評

を
博
し
ま
し
た
。
学
内
の
多
く
の
学
生
と
先
生
方
を

中
心
に
活
発
に
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

修
了
証
書
の
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

◉
５
日
目
（
２
月
18
日
）

午
前
中
は
テ
ィ
テ
ィ
ズ
ィ
ン
教
授
に
よ
る
講
義
の

ま
と
め
と
、
午
後
は
講
義
と
資
料
の
整
理
を
行
い
ま

し
た
。

◉
６
日
目
（
２
月
19
日
）

平
和
学
習
と
世
界
遺
産
学
習
の
た
め
に
、
広
島
平

和
記
念
資
料
館
と
厳
島
神
社
を
訪
問
し
て
、
福
岡
市

へ
移
動
。
翌
日
に
、
福
岡
国
際
空
港
か
ら
バ
ン
コ
ク

へ
と
全
員
無
事
に
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
と
学
生
の
変
化

今
回
の
対
面
型
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
は
、
２
０
２
１
年
度
に

開
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
発
展
型
で
、

さ
ら
に
事
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
実
施
し
た
の
で
、

研
修
生
と
日
本
人
学
生
の
研
究
と
交
流
に
対
す
る
意

識
が
驚
く
ほ
ど
高
く
、
教
育
効
果
の
面
で
大
変
有
意

義
な
研
修
で
し
た
。
研
修
生
か
ら
の
報
告
書
に
よ
る

と
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
日
本
は
安
全
・
安
心
で
安

定
し
た
社
会
で
あ
る
の
を
実
感
し
た
」
、
さ
ら
に
、

「
充
実
し
た
研
究
施
設
・
設
備
を
使
っ
て
研
究
し
た

い
の
で
、
是
非
日
本
へ
の
再
渡
航
を
目
指
し
た
い
」

と
い
う
意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

タ
イ
の
大
学
院
生
と
教
員
の
発
案
に
よ
り
、
今
年

８
月
に
Ｐ
Ｓ
Ｕ
に
お
い
て
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
同
窓
会
の
開
催

と
こ
れ
を
記
念
し
た
学
術
交
流
会
の
開
催
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
会
に
は
２
０
２
１
年
の
オ
ン

ラ
イ
ン
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
参
加
し
た
イ
ン
ド
の
べ
ロ
ー
ル
工

科
大
学
（
Ｖ
Ｉ
Ｔ
）
の
研
究
者
と
学
生
が
参
加
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
交
流
会
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め

に
も
、
次
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
は
日
本
、
タ
イ
お
よ
び
イ

ン
ド
の
魚
介
類
養
殖
と
疾
病
防
除
対
策
に
つ
い
て
研

究
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
カ
国
が
直

面
し
て
い
る
水
産
養
殖
業
の
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

み
、
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

積
極
的
に
受
入
れ
業
務
を
手
伝
い
、
同
時
に
学
術

交
流
を
行
っ
た
日
本
人
学
生
か
ら
は
、
是
非
タ
イ
へ

海
外
研
修
に
行
き
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
８
月
開
催
予
定
の
学
術
集
会
の
折
に
最
終
調
整

を
行
い
、
学
生
の
海
外
研
修
を
実
現
し
て
、
留
学
生

や
研
究
者
と
し
て
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
招
へ
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
た
め
に
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
科
学
技
術
振
興
機
構
と
担
当
者
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

広島平和記念資料館にて




